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市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た

翌
日
の
３
月
１２
日
か
ら
被
災
地
を
支
援
し
よ

う
と
、
消
防
や
水
道
、
保
健
師
な
ど
の
職
員

を
現
地
へ
派
遣
し
た
の
を
は
じ
め
、
現
地
で

求
め
ら
れ
て
い
る
救
援
物
資
を
市
職
員
が
直

接
現
地
へ
輸
送
し
ま
し
た
。

岩
手
県
釜
石
市
と
大
槌
町
で
は
、
総
社

青
年
会
議
所
と
連
携
し
て
豚
汁
の
炊
き
出
し

を
実
施
。震
災
直
後
の
一
刻
を
争
う
時
期
に
、

現
地
で
の
医
療
支
援
で
ア
ム
ダ
と
連
携
し
、

移
動
用
に
市
の
電
気
自
動
車
を
持
ち
込
み
ま

し
た
。

救
援
物
資
の
輸
送
で
は
、
電
気
自
動
車

の
輸
送
や
灯
油
や
軽
油
を
運
ぶ
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
車
の
提
供
な
ど
で
市
内
の
事
業
所
の
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
職
員
２
人
１
組

で
、
延
べ
１３
便
に
わ
た
り
被
災
地
へ
、
水
や

食
料
、
燃
料
、
衣
料
品
、
日
用
品
な
ど
を
運

び
ま
し
た
。

全
力
で
支
援

釜石市釜石市

大槌町大槌町

南三陸町南三陸町

多賀城市多賀城市
仙台市仙台市

いわき市いわき市

南相馬市南相馬市
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ア
ム
ダ
と
連
携
し
現
地
で
活
動

■水道
３月１２日から２９日まで、

上水道課の職員延べ６人が宮城
県仙台市で給水活動を実施。上
の写真は宮城県仙台市の東北工
業大学での給水活動、下の写真
は仙台市内の広場での給水活動

■アムダに電気自動車を
震災直後、被災地でガソリンが

不足していたため、アムダの医療
支援活動の移動用に市所有の電気
自動車２台をアムダに貸し出した。
電気自動車の輸送は市内の運送業
者が担当。現地には３月１８日に到
着。上の写真は、岩手県大槌町内
を走る電気自動車（写真提供＝河田
雅史さん（西阿曽））、下の写真は３
月１６日、市役所を出発するアイミ
ーブ　

■救援物資の配送
３月１６日から４月１日まで
の間、市職員２７人が延べ１３
回にわたり被災地へ救援物資を
輸送。宮城県の多賀城市・南三
陸町、岩手県大槌町、福島県の
いわき市・南相馬市・伊達市
へ、灯油や軽油、肌着、毛布、
タオル、靴下、マスク、トイレ
ットペーパー、水、おむつなど
を届けた。灯油や軽油の輸送時
には、市内の燃料販売業者から
タンクローリーの提供があった

■保健師の派遣
３月２６日から４月１日まで、市の
保健師１人を派遣。岩手県大船渡市の
避難所を巡回し、健康相談や健康チェ
ック、衛生管理の支援にあたった。写
真は大船渡中学校

■消防
３月１２日から２１日まで
延べ１０人が宮城県多賀城
市や塩釜市で活動。安否確
認や消火活動など行った。
写真は宮城県多賀城市での
消火活動

■炊き出し
岩手県釜石市と大槌町内の３
か所で３月２０日・２１日、総社
青年会議所と市が共同で豚汁約
１５００食の炊き出しをした。写
真は釜石中学校での炊き出し

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地


